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平成 28 年 3 月 29 日（火）開催の理事会・評議員会 

三
月
二
十
九
日
〈
火
〉
第
二
〇
八
回
理
事
会
、
並
び
に
第
四
十
八
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ 

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画
〈
案
〉、
及
び
一
般
会
計
収
支
予
算(

案)

の
ほ
か 

就
業
規
則
の
一
部
改
正
・
給
与
規
程
等
の
一
部
改
正
〈
案
〉
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た 

 

三
月
二
十
九
日
〈
火
〉
午
後
二
時
か
ら
、
第
四
十
八
回

評
議
員
会
並
び
に
、
第
二
〇
八
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
二
十
八
新
年
度
に
向
け
て
愛
寿
会
の
事
業
運
営
方
針

と
個
々
の
拠
点
〈
サ
ー
ビ
ス
〉
区
分
ご
と
の
事
業
計
画
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算
案
も

全
会
一
致
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

以
下
、
そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

◇ 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
運
営
方
針 

〈
愛
寿
会
主
要
重
点
十
項
目
〉 

一
、
介
護
報
酬
対
策 

 
 

的
確
な
介
護
報
酬
低
減
対
応
策
の
構
築 

二
、
財
政
基
盤
の
強
化 

 
 

目
的
積
立
金
の
確
実
な
積
立
て 

三
、
愛
寿
会
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
実
施 

 
 

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
金
の
適
期
・
適
正
な
支

給
の
確
保 

四
、
施
設
設
備
の
強
化 

五
、
設
備
整
備
の
充
実 

六
、
非
常
時
避
難
器
具
の
新
設 

 
 

（
四
～
六
共
通
）
施
設
・
設
備
の
充
実
化
対
策
と

非
常
時
緊
急
避
難
対
策
へ
の
対
応 

七
、
職
員
雇
用
確
保
制
度
の
確
立 

八
、
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
支
援 

 

（
七
～
八
共
通
）
意
欲
あ
る
若
手
職
員
の
雇
用
対

策
と
専
門
性
の
活
か
せ
る
職
場
環
境
の
整
備
対
策 

 

  

九
、
介
護
支
援
専
門
員
の
専
任
化 

 
 

質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
に
、
介

護
支
援
専
門
員
の
資
質
の
一
層
の
向
上
対
策 

十
、
研
修
研
究
委
員
会
集
録
の
発
刊 

 
 

 

研
修
研
究
委
員
会
活
動
の
充
実
強
化
及
び
介
護
職

員
の
相
対
的
な
資
質
向
上
対
策
強
化
策 

 

◇ 

平
成
二
十
八
年
度
資
金
収
支
予
算
書 

 
 

 

資
金
収
支
予
算
は
、
「
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
適
用

上
の
留
意
事
項(

運
用
指
針)

」「
２ 

予
算
と
経
理
」
に

基
づ
い
て
編
成
し
ま
す
。 

  
 

２ 

予
算
と
経
理 

（
１
）
法
人
は
、
事
業
計
画
を
も
と
に
資
金
収
支
予
算
書

を
作
成
す
る
も
の
と
し
、
資
金
収
支
予
算
書
は
、
拠

点
区
分
ご
と
に
収
入
支
出
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
と

す
る
。
ま
た
、
資
金
収
支
予
算
書
の
勘
定
科
目
は
、

資
金
収
支
計
算
書
勘
定
科
目
に
準
拠
す
る
こ
と
と
す

る
。 

（
２
）
法
人
は
、
全
て
の
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
予
算

を
編
成
し
、
予
算
に
基
づ
い
て
事
業
活
動
を
行
う
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
年
度
途
中
で
予
算
と
の
乖
離
等

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
要
な
収
入
及
び
支
出
に

つ
い
て
補
正
予
算
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
乖
離
額
等
が
法
人
の
運
営
に
支
障
が
な
く
、
軽

微
な
範
囲
に
と
ど
ま
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

 

 

収入 介護保険事業収入 

    仁 生 園 施設介護料収入 483,135 

          居宅介護料収入 101,263 
          その他事業収入  91,772 

                       小計    676,170 

    第二仁生園 障害福祉サービス等事業収入 166,543 
          その他の収入   4,336 

    事業活動収入計        847,049 

 
支出  

人件費支出…給料・手当・負担金等  576,057 

    事業費支出…事 業 等   123,333 
    事務費支出…修 繕 等   91,237 

       そ の 他           2,868 

    事業活動支出計        793,495 
 

 
四
月
一
日(

金)

仁
生
園
会
議
室
に
お
い
て
、
辞
令
の
交

付
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
新
規
学
卒
者
等
五
名
に
対
し
て
、
小
宮
山

理
事
長
か
ら
、
任
用
辞
令
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
昇
任
ま
た
は
配
置
換
の
辞
令
が
、
二
十
八
名
の

職
員
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
愛
寿
会
「
三
つ
の
モ
ッ
ト
ー
」
と
「
介
護
七

つ
の
誓
い
」
を
出
席
者
全
員
で
朗
誦
し
た
後
、
新
年
度
に

当
た
り
、
小
宮
山
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
度
入
社
式
・
辞
令
交
付
式 

事業活動による収支 

施設整備等による収支 

収入 

   施設整備等収入計  6,033 

支出 
   施設整備等支出計  57,080 

その他の活動による収支 

収入 

   その他の活動収入計 425,469 
支出 

   その他の活動支出計 425,976 

 
 

 
 

～ 

苦
情
解
決
相
談
委
員
会 

～ 

  

四
月
二
十
二
日
（
金
）、
午
前
十
時
か
ら
「
苦
情
解
決
相

談
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

   

 

愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談

委
員
会
は
平
成
十
六
年
四

月
二
十
八
日
に
利
用
者
個

人
の
権
利
を
擁
護
す
る
と

共
に
適
切
に
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
目
的
で
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
苦
情
等
の
発
生

も
な
く
、
北
杜
市
へ
の
事
故

報
告
は
六
件
で
し
た
。 

  

―
愛
寿
会
の
苦
情
解
決
相
談
窓
口
― 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
二
日
～
平
成
二
十
九
年
四
月

二
十
一
日
の
間
の
苦
情
解
決
相
談
窓
口
は
、
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◇
苦
情
解
決
相
談
第
三
者
委
員
〈
お
名
前
の
五
十
音
順
〉 

坂 

本 
 
 
 

仁 
 

様
〈
高 

根 

町
〉 

清 

水 
 

長 

治 
 

様
〈
長 

坂 

町
〉 

進 

藤 
 

柏 

男 
 

様
〈
小
淵
沢
町
〉 

平 

井 
 

静 

子 
 

様
〈
大 

泉 

町
〉 

◇
苦
情
解
決
責
任
者 

 
 

 

清 

水 
 

元 

義
〈
仁

生

園

園

長
〉 

 
 

 

小 

林 
 

初 

男
〈
第
二
仁
生
園
園
長
〉 

◇
苦
情
受
付
担
当
者 

仁

生

園 

小 

林 
 

ま
ち
子
〈
法
人
事
務
局
長
〉 

 
 
 
 
 
 

浅 

川 
 

ま
ゆ
み
〈
仁
生
園
副
園
長
〉 

 
 
 
 
 
 

神 

部 
 
 
 

司
〈
事

務

部

長
〉 

第
二
仁
生
園 

石 

原 
 

公 

興
〈
第
二
仁
生
園
副
園
長

〉 

 

平成 28 年度 当初予算 〈抜粋〉     (単位 千円) 
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～ 

お
花
見 

バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ 

 
 
 

特
養
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」 

～ 

  

四
月
十
一
日
（
月
）
か
ら
十
七
日
（
日
）
に
か
け
て
の
一

週
間
は
「
お
花
見 

バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
」
週
間
で
し
た
。 

 

仁
生
園
か
ら
車
で
桜
の
名
所
、
北
杜
市
長
坂
町
の
清
春
美

術
館
や
武
川
町
の
真
原
桜
並
木
ま
で
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出

掛
け
て
来
ま
し
た
。 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
日
や
、
心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
た
日
な

ど
、
春
の
香
り
を
十
分
に
楽
し
み
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

～ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 

午
後
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン 

～ 

  

仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
生
活
総
合

機
能
改
善
機
器
DK
エ
ル
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
新
た
に
設
置

し
ま
し
た
。 

 

利
用
者
様
に
は
懐
か
し
い
、
往
年
の
大
ス
タ
ー
が
出
演

し
た
懐
か
し
い
名
作
シ
ー
ン
を
搭
載
し
た
「
カ
ラ
オ
ケ
」

を
始
め
、
映
像
を
見
な
が
ら
楽
し
く
運
動
機
能
が
向
上
す

る
「
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
多
彩
な
機
能
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
機
器
で
す
。 

 

写
真
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
椅
子
に
す
わ
っ
た
ま
ま

で
も
無
理
な
く
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
運
動
す
る

こ
と
が
で
き
、
身
体
を
自
然
に
動
き
や
す
く
す
る
音
楽
や

リ
ズ
ム
で
運
動
機
能
の
向
上
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。 

 

午
前
中
に
入
浴
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
昼

食
後
休
憩
を
は
さ

み
、
午
後
の
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
と
規
則
的

な
一
日
を
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
過
ご
さ
れ
、

利
用
者
様
は
帰
宅
さ

れ
ま
す
。
「
じ
ゃ
～

ま
た
ね
…
」
「
明
日

は
何
を
す
る
の
か
ね

～
」
な
ど
職
員
と
の

会
話
も
弾
み
園
を
後

に
さ
れ
ま
す
。 

 

 

～ 

四
月
十
日 

駅
弁
の
日 

北
杜
市
小
淵
沢
「
丸
政
」
様 

来
園 

～ 

  

四
月
十
日
（
日
）
『
駅
弁
の
日
』
。
大
正
七
年
か
ら
販
売

を
続
け
る
「
丸
政
」
様
が
来
園
さ
れ
、「
高
原
野
菜
と
カ
ツ 

 

 

の
弁
当
」
と
「
天
む
す

弁
当
」
を
届
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

や
わ
ら
か
い
カ
ツ
と

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
「
カ

ツ
弁
当
」
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
大
好
評
で
、

「
天
む
す
弁
当
」
は
と

て
も
食
べ
や
す
く
海
老

が
ほ
ん
の
り
と
香
り
、

旅
先
で
い
た
だ
い
て
い 

  

る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。 

 

一
般
社
団
法
人
「
日

本
鉄
道
構
内
営
業
中
央

会
」
が
一
九
九
三
年
に

「
弁
」
の
文
字
の
組
み

合
わ
せ
で
、
四
月
十
日

を
『
駅
弁
の
日
』
に
制

定
し
た
と
の
こ
と
。
毎

年
ご
厚
意
に
お
い
し
い

駅
弁
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
「
丸
政
」
様
に

は
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

  

 



平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
～ 

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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謝 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 

 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

山 

口 
 

潤 

子 
 

 

様 

            

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努

め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

葛 

窪 
 

滋 

太 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

吉 

津 
 

伸 

司 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

松 

島 
 

初 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

坂 

本 
 

良 

廣 
 

様 

 
 
 
 

 

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

～ 

後
援
会
の
皆
様 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

～ 

  

仁
生
園
で
は
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
利

用
者
及
び
入
所
者
様
用
の
低
床
型
ベ
ッ
ド
、
移
乗
用
ス
ラ
イ

ド
ボ
ー
ド
を
併
用
し
て
使
用
す
る
肘
掛
上
下
式
、
跳
ね
上
げ

式
車
い
す
を
順
次
整
備
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
度
は
、
ベ
ッ
ド
十
台
、
車
い
す
六
台
が
納

品
さ
れ
、
利
用
者
・
入
所
者
様
に
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。 

  
 

 

平
成
十
九
年
五
月
に

「
社
会
福
祉
法
人 

愛

寿
会
後
援
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
寄
付
金
は
入
所

者
が
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
夏
ま
つ
り
の
経

費
や
補
助
対
象
に
な
ら

な
い
備
品
の
整
備
、
そ
れ

に
職
員
研
修
会
の
経
費

等
に
充
て
ら
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

 

 

 

 

愛
寿
会
後
援
会
の
活
動

を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き

多
く
の
方
々
の
ご
加
入
に

よ
り
「
利
用
者
の
支
援
の
た

め
に
」
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
後
援
会
へ
の
入
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 皆様方には常日頃から愛寿会後援会に対しまして、ご支援ご協力を賜り深く感謝申し上げま

す。ご高齢の皆様、また、心身に障害をお持ちの皆様のために、ご加入のうえ、お振込のほどを

お願い申し上げます。 
新規加入の方 

○ 終身会員               ２０万円以上 

○ 個人会員（年額）         ２，０００円以上 

○ 法人又は団体会員（年額）  １０，０００円以上 

 

継続の方 

○ 個人会員（年額）         ２，０００円以上 

○ 法人又は団体会員（年額）  １０，０００円以上 

 

後
援
会
の
入
会
者
様 

・
北
杜
市 
 
 
 
 
 
 

小 

澤 
 

澄 

夫 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

坂 

本 
 

智
穂
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

田 

中 
 

教 

思 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

白 

砂 
 

光 

男 
 

様 
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～ 

ガ
ー
デ
ン
ラ
ン
チ 

～ 

 
三
月
九
日
（
水
）、
各
班
か
ら
多
く
の
入
所
者
様
が
参
加

し
、
喫
茶
「
い
こ
い
」
に
て
ガ
ー
デ
ン
ラ
ン
チ
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

食
事
の
前
に
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
体
操
を

し
た
り
し
て
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
ガ
ー
デ
ン
ラ
ン
チ

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 
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～ 

お
祭
り
広
場 

～ 

  

三
月
十
三
日
（
日
）、
お
祭
り
広
場
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昔
懐
か
し
い
縁
日
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
ラ
イ
の
中
で
優

雅
？
に
泳
ぐ
魚
を
釣
る
「
魚
釣
り
」、
糸
の
先
に
お
菓
子
を

付
け
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
大
好
き
な
お
や
つ
を
つ
り
上
げ

る
「
糸
つ
り
」、
高
得
点
を
狙
っ
て
投
げ
る
「
輪
投
げ
」
等

を
設
け
、
太
鼓
や
笛
の
音
が
お
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。 

 

～ 

第 

二 

仁 

生 

園 

～ 

 

清
春
芸
術
村
へ
お
花
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

 

四
月
に
入
り
ま
し
た
が
朝
晩
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
、

周
辺
の
桜
も
よ
う
や
く
咲
い
て
き
ま
し
た
。
北
杜
市
長
坂

町
中
丸
の
清
春
芸
術
村
へ
お
花
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

芸
術
村
は
、
旧
清
春
小
学
校
の
校
庭
で
、
見
事
な
巨
木

の
桜
が
満
開
と
な
り
大
型
バ
ス
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。 

 

普
段
な
か
な
か
顔
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
他
の

班
の
入
所
者
様
同
士
で
交
流
し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
懐

か
し
が
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
入
所
者
様
の
皆
さ
ま
が
楽
し
め
る
よ
う
な
企
画

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

五
目
ち
ら
し
や

青
菜
の
お
浸
し
、

野
菜
の
炊
き
合
わ

せ
な
ど
彩
り
鮮
や

か
な
メ
ニ
ュ
ー
。

ド
リ
ン
ク
や
デ
ザ

ー
ト
の
盛
り
合
わ

せ
は
各
テ
ー
ブ
ル

を
回
り
、
皆
さ
ま

に
お
好
き
な
も
の

を
選
ん
で
頂
き
ま

し
た
。
皆
さ
ま
舌

鼓
を
打
ち
、
い
つ

も
と
違
う
雰
囲
気

の
中
で
食
事
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。 

 
 

 

 

 

 

屋
台
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
お
好
み
焼
き
と
綿
菓

子
を
準
備
し
ま
し
た
。 

ソ
ー
ス
の
香
り
に
誘

わ
れ
て
ア
ツ
ア
ツ
の
お

好
み
焼
き
を
フ
ー
フ
ー

し
な
が
ら
頬
張
り
、
甘
く

て
ふ
わ
ふ
わ
の
綿
菓
子

は
、
口
の
ま
わ
り
に
白
い

ヒ
ゲ
が
で
き
そ
う
で
し

た
が
、
皆
様
に
大
好
評
で

し
た
。 

室
内
に
居
な
が
ら
も
、

賑
や
か
で
楽
し
い
「
お
祭

り
気
分
」
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

桜
の
花
び
ら
が
舞

い
落
ち
て
く
る
の
を

暫
く
眺
め
、
お
気
に

入
り
の
写
真
を
撮
っ

て
幸
せ
な
気
分
で
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。 
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仁
生
園 
一
―
三
班 

リ
ー
ダ
ー 

森
田 

悦
子 

 

 

四
月
一
日
よ
り
、
一
―
三
班
の
リ
ー
ダ
ー
の
任
務
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
、
入
所
者
の
皆
様
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
深

い
意
味
に
気
づ
く
こ
と
、
言
葉
が
話
せ
な
く
て
も
思
い
を

く
み
取
れ
る
感
性
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
入
所
者
の
皆
様
、
御
家
族
の
皆
様
に
信
頼
・
満
足

し
て
頂
け
る
よ
う
に
、
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
、
人
事
異
動
・
昇
任
及

び
配
置
換
え
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
昇
任
し
た

四
名
に
、
職
場
で
の
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 
仁
生
園 

三
班 

リ
ー
ダ
ー 

高
柳 

高
子 

 

 

四
月
一
日
よ
り
、
三
班
の
リ
ー
ダ
ー
の
任
務
に
就
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

愛
寿
会
の
「
三
つ
の
モ
ッ
ト
ー
」「
七
つ
の
誓
い
」
を
心
に

留
め
、
利
用
者
の
皆
様
に
、
仁
生
園
で
暮
ら
せ
て
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
家
族
の
皆
様
に
も
信
頼
・

安
心
し
て
頂
け
る
様
、
職
員
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
職
務

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

仁
生
園 

三
班 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

中
島 

英
子 

 

 

四
月
一
日
よ
り
、
三
班
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
任
務
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

介
護
現
場
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
私
で
し
た
が
、
諸

先
輩
方
に
一
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
現
在
に
至
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま

だ
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
次
へ
と
繋
げ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

仁
生
園 

一
―
三
班 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

功
刀 

裕
太 

 

こ
の
度
、
一
―
三
班
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。 サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
職
責
を
は
た
せ
る
か
と
い
う
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
が
、
日
々
勉
強
し
な
が
ら
一
生
懸

命
に
業
務
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

利
用
者
様
一
人
一
人
が
自
分
ら
し
く
、
充
実
し
た
生
活
を

送
っ
て
頂
け
る
よ
う
職
員
一
同
ケ
ア
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

 

  

 

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

― 

公
益
財
団
法
人
日
本
財
団 

助
成
事
業
完
了
の
お
知
ら
せ 

― 

  

こ
の
た
び
平
成
二
十
七
年
度 

公
益
財
団
法
人
日
本

財
団
助
成
を
受
け
ま
し
て
左
記
の
事
業
を
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
事
業
完
了
の
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
ま

し
て
、
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

記 

 

一
、
事

業

所

名 

障
害
者
支
援
施
設 

「
第
二
仁
生
園
」 

一
、
事
業
の
内
容 

日
産
キ
ャ
ラ
バ
ン 

（
車
い
す
４
台
対
応
車
両
） 

一
、
補

助

金

額 

二
、
四
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

一
、
事
業
費
総
額 

三
、
九
二
九
、
三
四
〇
円 

一
、
完
了
年
月
日 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
四
日 

 

社
会
福
祉
法
人 

愛
寿
会 

 

理
事
長 

小
宮
山 

光
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     

 

 


